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1． 序

　 本研究は 建築構造用に 開発 され た 高 強 度 鋼 H −SA700 を

対 象 とす る．前報
D

で は ，A 材 を対象 に、既 往 の 鋼材 に使

用 す る 溶接材料 G59JAIUC3MIT （以 下 G59J と称 す ） を

用 い た ア ン ダ
ー

マ ッ チ ン グ溶接 に よ る接合を検討 し た，隅

肉溶接 の サ イ ズ を調節す る こ とに よ り，溶接継 目に過 大 な

応 力 が作用 し な い よ うに 設 計 し て ，必 要 な強 度 の 溶 接組立

部 材 や 接 合 部 を実 現 す る方 法 を示 した．

　 本報 で は，ア ン ダ
ー

マ ッ チ ン グ溶接 に よ る高強度鋼組 立

部材を活か す骨組 の
一

つ と して，柱に こ の 高強度鋼組立 部

材 を用 い て ，従来鋼 に よ る梁を接合す る こ とを考 え る，そ

の 柱梁接合部 にお い て，柱 は 弾性 の ま ま 梁の み が 塑性 化す

る こ とで 十 分 な変形 性 能 を確 保 し．溶接継 目が 期待 され る

耐力 を上 回 るか を確認す るた め に 性能評価実験 を行 っ た．
2．　 高強度鋼 と溶接材料の 要 素試 験

2．1　溶接金 属 引張試験 WCH，　 WCN

　 表 1 に 本 研 究 で 使用す る高強度SS　H −SA700B と従 来 鋼

SN490B の 各板 厚 ご との 降伏 点、引張 強 さの 公 称値 （規格

下 限値） と J 材 料試 験 に よ り求 め られ た 実測値を示 す．溶

接材料は 高強度鋼 同 士 の 接合に は G59J を 用 い ，高強 度 鋼

と従来鋼 の 接合 に は YGWI8 を 用 い る，　 G59J は通 常 使用

され る鋼材 で あ る SA440 の 溶 接施 工 指針 に 基 づ く溶接条

件
z）

で 溶接 し，YGW18 は JIS　Z33　12 の 解 説 に示 され る 引

灘 さ 49DN ！mm2 級 の 溶接条 件 で 溶 接 した （表 2 参照）．

　溶接金属 の 強 度 の 確認 の た め，隅肉溶接継目か ら丸棒を

削 りだ し 引 張 試 験 を 行 っ た．板厚 ユ6mm の H −SA700B と

G59J に よ る T 字継手を WCH ，板厚 19rnm の SN490B ，板

厚 16mm の H −SA700B と YGW18 に よ る T 宇継手 を WCN

と し，隅肉 サ イ ズ s を 4，7，1 ，13mm の 4 種類，そ れ ぞ

れ 2 本ずっ 削 りだ し た ．

　 図 1，2 に WCH ，　 WCN の そ れ ぞ れ に 関 し て ，引 張試 験

よ り得 られた 降伏せ ん 断応力 τ1
．，最大せ ん 断 応力 τ u と隅

肉 サ イ ズ の 実 測値 s と の 関 係 を プ ロ ッ ト し，回 帰 分 析 を

行 っ た 結 果 を 示 す ．グ ラ フ に は τ
、，τ

、，
の 公 称 値 も 示 す．

図 1，2 よ り実験結果か ら得 られた τ
y，τ u は どれ も規格 下

限値 を 十分 に 上 回 っ て おり，その 上 で 隅肉サイ ズ が s ［mm ］

の ときの 強度 の 実測値 に 関 して次式 の 関係 が得 られ た，

G59J ： τ y
＝ 518− 10，9s ［N1副

　　　　 τ u
＝ 555− 10．4s　 ［N ／mm2 ］

YGW18 ； τ
｝
，＝ 523− 11．4s ［N ／mm2 】

　　　　 τ u
＝ 551− 10．6s ［N ！mm 『

（1）

（2）

（3＞

（4）

を 4，7，le，13mm の 4 種類，各 2 体づ っ 引 張 試 験 を行 っ た 、

　実験結 果 よ り WC と同 様 に そ れ ぞれの 試験体 に お け る

ち。τ u をプ ロ ッ トし，回 帰分析 を 行 っ た 結果 を 図 4 に 示 す，
グ ラ フ に は T ，，τ、，の 公 称 値 も示 す．WS か ら得 られ た τy，
τ u も規 格下 限 値 を十分 に 上 回 っ て い る こ とが確 認 され た．
3，　高強度鋼柱と従来鋼梁の 接合部実験 BCT
3．1 実験概要

　試験体 は 柱 （H −SA700B ） を ア ン ダ
ー

マ ッ チ ン グ溶 接

（G59J を使 用 ） に よ る 溶接組 立 H 形 鋼で 製作 し，柱 フ ラ

ン ジ に梁 （SN490B ） を完 全 溶 込 み 溶接 （YGW18 を使 用 ）

で 接 合 し，梁フ ラ ン ジ の 延長線 上 に 水平ス チ フ ナ （SN490B ＞

を配置す る こ とで 製 作 した T 字骨 組 に繰返 し載荷実験を

表 1H −SA700B，　 SN490B の 機械的性 質

鋼種
降伏点 ［N 加 m2 ］ 引張 強 さ ［N！mmz ］板厚

［mml 公 称値 実測 値 公 称 値 実 測値

H−SA700B16700777780832
9 381 535
12 352 522

SN490B163253344905
監7

25 ・327 513

表 2G59 亅，　 YGWI8 の 規格値及 び 溶接条件

溶接

材料

降伏 点

［N〆 
ユ

］

引張 強 さ

［N ！mm2 ］

予 熱

［℃ ］

入 熱

［kJ！cm ］

パ ス 問温 度

　 ［℃ ］

G59J500 以上
≦ 30 ≦ 350

590 − 790 ≧6〔｝
≦ 40 ≦ 250

YGWI8460 以 上 550 − 740 な し ≦ 4  ≦ 350

　 τ［N／  1
600

400

200

　 　 　 　 　 ＋ Tu
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 600

簸 轍…

x −； ＝ ＿ ＿
　 τ・’（公 称 値）
τ y （公 称値 ）

　　　　　 s ［  1
0468101214

　図 1WCH τ一3 関係

　 　 　 　 　 330

200

τIN／  1
　 　 　 　 　 　

一
臼
｝

τ v

藻 懐
　K ＿ ＿ ＿ ＿
　　 τ。（公 称値）

　 Ty （公 称 値＞

　　　　　　　s ［mm1

2．2　側面 隅肉溶接 引張 試 験 WS

　G59J を用 い た H −SA700B の 側 面 隅 肉溶 接 継 目の 耐力 を

確 認 す る た め，図 3 に 示 す試 験体 を製作 し，隅 肉サ イ ズ s

L40

・ 宣ES − 一 ・
・。

　　 PL一旦6（H −SA700B ）

　 　 　 　 　 　9！G　　　　　　　　400

　 o祠←マ
　 N

200　9Q12

　 　 200 　 20e

図 3WS 試 験 体 図

　 （単位 ［mm ］）

　 6　　8　　10　 12　 14
図 2　WCN τ・∫ 関係

τ ［N1  『 ＋ τ u

　

ウ 　200

　　　　 m 】

　　
06910

璽2 置4

　　　 図 4　WS τ・5 関係
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行 っ た （図 5参照）．また，水平 ス チ フ ナ と柱 ウ ェ ブの 隅

肉溶接 を Wl
， 接 合 部 パ ネ ル と柱 フ ラ ン ジ の 隅肉溶接 を

W2 と し，そ の 必 要 サ イ ズ （そ れ ぞ れ S
，，
　 Slとす る）も検

討 した．試験体 は表 3 の 4 種 類 用 意す る，BCTI は 柱，パ

ネル
， 溶接 は どれ も降伏せ ず に 梁の み が 塑性化す る 基本

型 とす る．BCT2 は Wl と W2 の サ イ ズ を 小 さ く し，溶接

部 の 耐力 を確 認 す る，BCT3 は 梁 と と もに パ ネ ル も塑性

化 させ ，パ ネ ル の 塑性化 に 溶接が 追従 で き るか 確 認 す る．
BCT4 は柱 に ア ン ダ

ー
マ ッ チ ン グ溶接 に よ る角溶接で 接合

され た 溶接組 立 箱形 断 面 を使用 し，梁崩壊型 とする．

　表 4 に 各 試 験体 の 柱，梁，パ ネル が それ ぞ れ 降伏，全 塑

性モ
ー

メ ン トに 達 す る ときの 載荷荷重 〔柱 ；。島，。9n，梁 ：

血9p　 bgp ，パ ネル ；
pey ，　 pgp ） を示 す ，ま た柱 が H 形 鋼 の

試験体 に 関 し て は，Wl ，　 W2 が 降｛犬，破断す る と きの 載

荷 荷 重 （Wl   L  ，，，1211，　 W2 ： wzer ，　 w2Qu ） も示 す ．
3．2 実験結果

　各試験体の 荷重 e一層 間変形角 R 関係 を図 6 − 9に 示 す．
ま た，表 4 に 各 実験に お ける 最大荷重 g、  を示 す．

　BCTI は bQy に 達 した 辺 りか ら剛 性 が 低下 し，そ の 後 は

R が 0，05rad ま で 安 定 した紡 錘 形 の 挙 動 を描 い た ．そ の 後

0．07radの 載荷 中 梁が 局 部座 屈 を 起 こ す こ とで 耐 力 が 低 下

した．W1 や W2 に は 最後 ま で 損傷 が 見 られ な か っ た．

　 BCT2 は
w2g ，、←211kN ） を超 え て も Wl や W2 は損傷せ

ず，BCTI と同 様 に R が 0．05rad ま で 安定 し た 紡錘形 の 挙

動 を描 い た．そ の 後 もBCTI と同 様に O．07radの 載 荷 中梁

が 局部座 屈を起 こ す こ とで 耐力 が 低 下 し，W1 や W2 に は

最後ま で 損傷が 見 られ な か っ た．

　BCT3 は らG
，
に 達 し た 辺 り か ら，剛 性 が 低 下 し，　 R が

0．D5radまで 安定 した 紡錘形 の 挙 動 を描 い た．そ の 後 n2gu

（−706kN） を 超 えて も W1 や W2 は 損傷 せ ず に，耐力が 低

下 しない ま ま試験機 の 限界 を迎 え実 験 を終 了 した．

　BCT4 は b9 ， に 達 した辺 りか ら剛性が低 下 し，そ の 後 は

R が 0．05radま で 安定 し た 紡錘形 の 挙 動 を 描 い た．そ の 後

0．07radの 載荷中，梁が 局部座 屈す る こ とで 耐力 が低 下 し，
柱 フ ラ ン ジ と梁 フ ラ ン ジ の 完全溶 込 み 溶接が 脆性破 断 す

る こ とで 実験 を 終 了 した．R が 0．05rad の 時点 で 梁 の 塑性

率 は 9 に 達 し て お り，十分 な 変形能力 を確 認 で き た ，
4． 結論

　柱 に ア ン ダー
マ ッ チ ン グ溶 接 （G59J） に よ る高強度鋼

（H −SA7eOB ）溶接組 立 部材を用い て，従来鋼 SN490B に よ

る 粱 を完 全 溶 込 み溶接 に よ っ て 接合され た 柱梁接合部 に

関 し て ，実験 に よ り次 の こ とが わ か っ た．

  従来の 柱梁接合部 と同様 に，梁 の 塑 性 変形 に よ り期待 さ

れ る 変形 能 力 が確保 され て い る こ とが確認 された，

  各溶接箇所 に お い て，溶接継 目が母 材 の 崩 壊 荷 重 に お い

て も降伏 し な い よ うに設 計す る こ とで ，大 変 形 時 に お い て

も溶接 継 目 は 損傷 し な い こ と が 確 認 され た ，
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